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解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．裏面を使用してもかま
いませんが，その場合は表面の最後に「裏面使用」と書いてください．
今回はノート，本など持ち込み不可です．

[1] 次の各命題のステートメントを書け．
(1) Lebesgue の収束定理
(2) Fatou の補題
(3) 単調収束定理

[2] 実数列 {an}n と実数 a について次の問いに答えよ．
(1) lim sup

n→∞
an, lim inf

n→∞
an の定義を書け．

(2) lim sup
n→∞

an = lim inf
n→∞

an = a と lim
n→∞

an = a が同値であることを (1) の定義に

基づいて示せ．

[3] R の稠密な開集合の Lebesgue 測度の取りうる値の下限を求めよ．

[4]測度空間 (X,B, µ)と，その上の複素数値可測関数f(x)について，
∫

X

|f(x)| dµ =

0 であれば，ほとんどいたるところ f(x) = 0 であることを示せ．

[5] 次の積分の値を求めよ． ∫ ∞

−∞

cos x

1 + x2
dx.


